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港の新たな利用方法の開拓
・港をパフォーマンスを行う場として活用

令和４年度活動報告書

柏崎市

海で水球in柏崎

柏崎水球事業実行委員会

報　　告　　者

実　施　概　要

【共催】柏崎市、柏崎市教育委員会　【協賛】株式会社ブルボン
【協力】新潟漁業協同組合柏崎支所、（一社）ウォーターポロクラブ柏崎、新潟産業大学、柏崎港整備・利
用促進協議会

別紙のとおり

活動に対するPR内容

マスコミ等の反響

・市や県のSNSで発信
・水球関係者への周知
・地元水球クラブチームに所属している日本代表選手からSNSで周知

・TV局1社

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施する

上で注意する点）

・イベントを機会に仲間と久しぶりに水球を楽しむことができた。
・柏崎の海を満喫することが出来た。
・連泊し、柏崎市の観光や食も楽しむことができて良かった。

・基本的に夏開催になるため暑さ対策が必須（選手、観客）
・地域の方との協力体制の構築
・参加者のターゲットを絞る必要があった

参加者の反響
（参加者の声）

柏崎市教育委員会水球のまち推進室 0257-41-4020

木村　栄記 k11507-kimura@city.kashiwazaki.lg.jp

　活　動　全　般

　他の会員の参考となる新しい試み等

海で水球（観覧型）　令和4年7月9日
海で水球（参加型）令和4年7月16日

来場者数650名程度（2日間合計）

601,000円

柏崎市では水球のまち柏崎として、水球を通じたまちづくりを行っている。その中で、国内でも珍しい海で
の水球を行うことにより、市民はもちろん、海水浴客や県内外の方から水球を知ってもらい、水球のまち柏
崎のブランド化の推進を図っている。これまでは柏崎漁港と笠島漁港で観戦型のイベントとして地元の水
球クラブチームによる水球パフォーマンスや交流試合を行い、新たな水球ファンを獲得してきた。
令和4年度からは笠島漁港の特性を活かした参加型のイベントとして全国の水球経験者や地元のOBチー
ム等を対象にした大会形式の海で水球イベントを開催した。県外からの参加者も多く、今後、参加チーム
が激増する可能性もある。連泊する参加者や港と隣接した海の家等を利用してもらう等、経済効果も期待
できる企画となった。

参加型の海で水球概要
会場：笠島漁港（新潟県柏崎市笠島）
内容：水球を楽しむための大会。
目的：国内でも珍しい海で水球の大会を開催し、水球を楽しんでもらう。県外からの参加者の連泊や参加
者家族が市内観光等を行う事で経済効果も期待できる。
周知：SNS等で全国の水球経験者に周知
その他：笠島地域は過疎化が進んでおり、笠島地域の活性化にも貢献している。
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身近な港で水球パフォーマンス、ルール説明により
楽しんでもらい水球を知ってもらう

水球・選手のファン拡大

Primorac Pool

Kotor  City

Montenegro  

があるじゃないか！



令和元年から毎年２つの港で開催
地域に密着した

地域が全面協力、特産品の試食、屋台で盛り上げる

観光客も足を運ぶ

観光交流センター夕海
海で水球 動画



令和4（2022）年度港の個性を生かし

特長
・大きな港
・市内中心部に近い
・近隣に観光交流センター
・民宿も多く海水浴
客が利用
・電気、水、トイレが完備

・観て楽しむ観戦型
・観光施設「夕海」と
のコラボ

・海水浴客など市外の
人へのPR

・ファンとの距離感を
縮める



特長
・過疎化の進む小さな漁港
・隣に小さな海水浴場、
・浜茶屋１軒だけ
・駅から近い
・市内から遠い

・全国の水球OB、OG同士
の楽しむ水球大会
・全国から柏崎へ
・浜茶屋でバーベキュー
・家族は、海水浴や市内
観光へ

R4（2022）年度港の個性を生かし



これからの「海で水球」
①２つの港の特性を生かし、さらに磨きを

「水球を観るため」に市外から来てもらえる行事へ！
誘客のためのコラボ拡大！

観光商品として全国の水球OB & OGから参加が楽し
みな行事に育成、将来的には海外からの参加も

②他の地域の港、海での開催

もっと水球の魅力を大勢の人へ
ブルボンウォーターポロクラブ柏崎のサポーター拡大


